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○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 細胞の中の tRNA の変化を探る 

生物の染色体に書き込まれた遺伝情報は、一旦 RNAに書き写され、その情報を元に機能分子である 

タンパク質が合成されます。ここで重要な働きをするのが tRNAです。tRNAは遺伝暗号とタンパク質の

構成単位アミノ酸を対応させる分子であり、個々の tRNA 種が需要に応じて供給されることが必要で

す。我々は、技術的な制約から今まで困難だった個々の tRNA 量の正確な見積りを新しい手法で可能に

し、酵母内で tRNA量の調節される様子を明らかにしました。 

また酵母では、サイトゾルという細胞内領域でタンパク質が合成されます。我々は、tRNA がサイト 

ゾルと核と呼ばれる領域とを往復しつつ働いていることを発見し、核内に tRNA を運び込む機構も明ら

かにしました。 

本講座では、こうした酵母を用いた細胞内の tRNAの量や分布の変化の解析について紹介しました。 
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①  細胞の中の tRNAの変化を探る 

   細胞の中でタンパク質を作るために必要な「tRNA」という小さなリボ核酸（RNA）について、 

その細胞中での量や分布の変化を、パン酵母という微生物を使って調べるお話をします。 

②  電子スピンと超電導 

電気抵抗がゼロになる超電導と呼ばれる相転移現象が起きるメカニズムについて、量子力学

に従う電子スピンの性質に基づいて、わかりやすく説明します。 

 

  



 
 

 
② 電子スピンと超電導 

金属を低温にすると、電気抵抗がゼロになってしまう超電導という相転移現象が起きることが 

あります。原子・分子レベルのミクロな世界を支配する量子力学によると、これは多くの粒子が最

もエネルギーの低い状態に落ち込んで起きる凝縮現象です。 

一方、量子力学の法則によると、電子はフェルミ粒子と呼ばれる粒子の一種であるため、同じ状

態に複数の粒子が入れないという性質も持っており、この凝縮現象が起きません。超電導を起こす

ためには、電子が 2 個ずつペアを組んで、同じ状態に複数入ることができるボーズ粒子と呼ばれ

る粒子を形成する必要があります。以前から知られていた超電導では、格子歪に基づく電子間引力

が働いていましたが、1986 年に発見され、超電導が起きる温度を大きく更新した銅酸化物高温超

伝導体では、電子スピン間の相互作用に基づく新しいメカニズムが働いていたことを説明します。 

 

    

  


